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生きる力を育む教育

子育てをしている親が諦めに
陥ることなく、家族生活にお
ける教育に情熱を燃やし続け
ることができるように励まし
たいとの思いでこの文書は書
かれています。これはオプ
ス・デイのホームページで公
開されている「家庭に関する
文書」の新たなシリーズの一
つです。
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若者たちを一人前に育てていくとい
うことはとてもやりがいのある仕事



です。これは神様ご自身が親となる
人たちに託した仕事ということがで
きます。繊細さと同時に力強さを要
求する仕事であり、忍耐、喜び、そ
して当惑する数々の出来事に満ちて
いるもので、度々私たちは神様に心
を向けながら、光を願う必要があり
ます。

教育という仕事は、子供たち一人ひ
とりが持っている潜在的な能力を十
分に引き出し、それを完成へと導い
ていくという、ほとんど芸術的とも
呼べるものです。それはたとえば、
他者のために心を砕くことの大切さ
を子供たち自身が発見することを手
助けすることであり、本当に人間的
と言える関係性を築き上げていくこ
とができるように教えていくこと、
そして人生を賭けるような大きな約
束（コミットメント）を恐れない胆
力を鍛えていくことなのです。つま
るところ、私たち一人ひとりの人生
に神様が持っておられるご計画に子



供たちが応えていくことができるよ
うに育てていくことなのです。

周囲の環境がもたらす困難や、好ま
しくない状況は常にあるわけです
が、それを踏まえた上で聖ホセマリ
アは、子供たちの素晴らしいあるい
は突拍子もないような夢の数々を、
余裕を持って受け止めることができ
るように、親である人たちが常に
若々しい心を保ち続けるようにと励
ましていました。

時代はどんどん変わっていきます。
私たち大人にはとても好きになれな
いような新たなことがたくさん出て
きています。中には、客観的に言っ
て以前より良くなっているとは認め
難いものもあるかもしれません。で
も、それらは決して悪いことではな
いのです。それは時代が変わったと
いうことであり、それ以上でもそれ
以下でもないのです。少なからず起
きるのは、ちょっとした見方の違い



とユーモアで克服できるにも関わら
ず、些細なことをさも重大なことで
あるかのように捉えて生じる衝突で
す[1]。

本文書が前提とするのは、まず、教
育という仕事は常に改善していくこ
とができるものであること、さら
に、完璧な教育というものは無いと
いうことです。失敗というものから
も多くを学ぶことができるからで
す。「生きる力を育む教育」という
はっきりした目標を持った上で、教
育に関する私たちの考えを必要な時
間を割いて常にアップデートを加え
ていくのはとても価値があることで
す。

威厳と自由

教育を担う親たちが、幸せを快適さ
ということと混同し、自分の子供た
ちがあらゆるものを手に入れること
ができるように、できるだけ心地良



い思いをしながら、困難や苦しみを
体験しないようにということに注力
してしまうと、大切なことを見失っ
てしまうことになりかねません。つ
まり、子供たちを心から愛すること
が大切なのは言うまでもないことで
すが、彼らにとっての善を望むこと
が大切だということなのです。考え
てみれば、全てが整ってすでに用意
されていて、自分では何も努力する
必要がないという状態は、子供たち
にとっての善であるとは言えないこ
とがはっきりとわかります。

自分自身との戦いや努力は、成長
し、成熟し、自分自身の在り方を確
立し、その在り方に従って自由に生
き、あらゆる外的な影響に押し流さ
れてしまわないためには、必要不可
欠なことだと言えます。

カトリック教会の公教要理は、人間
が置かれている現実的な状況や人間
本性が傷付いていることを考慮に入



れないことは、教育においてとても
大きな害悪となることを思い出させ
ています[2]。 原罪とそれが残した結
果である弱さ、悪への傾き、つまり
自分自身との戦いが必要であるこ
と、そして自分自身に勝つことの必
要性を考慮に入れる必要がありま
す。これは自由な人間として生きる
ために避けて通ることができないこ
とです。

自分の好みや、自分のもっている傾
向に流されるままに生きている子供
や若者は、斜面を転がっていくよう
に落ちていき、最終的には自分の
持っている自由の力強さを失ってし
まうのです。それぞれの年齢に見
合ったやり方でそれらに抗い、当然
引き起こされる内的な戦いに勝って
いくことを知らなければ、大人に
なって価値ある人生のプロジェクト
を実現していく際に、それを妨げる
ような深刻な問題を引き起こしてし
まうでしょう。



子供たちにとっての善を望むという
ことは、彼らが将来自分自身をきち
んとコントロールできるようにさま
ざまな状況に子供たちの身を置いて
あげることと言えるでしょう。つま
り、彼らが本当の自由を味わえるよ
うにしてあげることです。そのため
にはしっかりと基準を設けて、ルー
ルを周知させることが不可欠です。
そして、子供たちがそれらを守るだ
けではなく、大人たちも同じくその
基準とルールを守ることが大切に
なってきます。

教育するということは、さまざまな
徳を子供たちに身につけさせること
と言えます。我慢、勤勉、忠実、誠
実、清さ、等の徳を身につけさせる
ことです。これらの徳を、魅力的な
形で彼らに提示して彼ら自身がそれ
を身につけたいと思わせると同時
に、要求度合いを決して下げないと
いうことも大切になってきます。善
を行うことが魅力的であると子供た



ちに動機づけしていくこと、でも、
失敗した時には大袈裟にしたりドラ
マチックにしたりすることなく、経
験を積んだのだというポジティブな
見方を身につけさせていくことで
す。高い目標を設けることを奨励
し、そのために必要な努力を肩代わ
りしてあげたりしないことです。そ
して、何よりも、子供たちが自分自
身に厳しく要求し、戦うことを恐れ
ないように助けていく必要があるで
しょう。自分自身に要求すること
は、それ自体が目標なのではなく、
親の目がないとしても正しく行動で
きることを学んでいくための手段で
あることを彼ら自身が理解しておく
必要があります。

子供、あるいは若者は、さまざまな
義務が持つ意味についてまだはっき
りと理解することができていないも
のです。経験不足というやむを得な
い事実を補完するために、彼らには
確かな支えとなる助けが必要です。



信頼関係に基づいた上で、彼らに威
厳を持って教えてくれる親や先生た
ちが必要なのです。そして親や先生
が忘れていけないのは、最終的に
は、自由と責任を持って子供あるい
は若者が自らやり繰りしていくこと
を学び取る必要があるということで
す。

聖ホセマリアが言っていたように、
子供を本当に愛している親は、子供
たちにとっての善を誠実に探し求め
るもので、時宜に適った助言やアド
バイスを与えた後には、子供たちの
持っている偉大な善である自由を妨
げないようにすっと身を引き、子供
が自由を用いて神を愛し神に仕える
ことができる人間に育てていくべき
であるということです[3]。

子供たちに対する親の威厳というも
のは、堅苦しさや上から目線という
ものとは全く異なります。そうでは
なく、良い模範に基づいたもので



す。両親が互いに対して持っている
愛情深さ、両親が大切なことについ
て価値観を共有している姿、普段か
ら必要なら子供のために時間を割い
てくれる寛大さと愛情深さ、家庭に
根ざしているキリスト教的な雰囲気
など、これらの目で見て手で触れら
れるような模範が必要なのです。そ
して、子供たちに首尾一貫した態度
で信頼を持って接する態度が必要な
のです。

このような親の威厳は、それぞれの
年代と状況に適っていると思われる
要求を、はっきりと妥協することな
く彼らに求めていく態度によって示
されるものです。

ですから、威厳をもって教育すべき
人が、子供たちが苦しまないように
という誤った口実のもとに、正すべ
きところを正すという義務から逃げ
てしまうということは、看過できな
い無責任な態度であり、誤った安楽



さに流された態度であると言わざる
を得ません[4]。親というものは、子
供たちの弱さを理解してあげると同
時に威厳を持って接することを知ら
なければいけないのです。子供たち
の気まぐれによって家庭の雰囲気が
支配されてしまっているとすれば、
教育に不可欠な正すという姿勢が欠
如していて、安楽さに流されている
という証拠なのです。

忍耐をもちながら、子供たちが善を
行うことができなかった時にはそれ
を彼らが直視できるようにしてあげ
る必要があります。このようにして
彼らの良心自体もしっかりと形成さ
れていき、このような機会をチャン
スとして捉え、善と悪を、あるいは
何をすべきであって何をすべきでな
いかを、見極めることを学んでいく
のです。彼らの年齢に見合った理解
力に沿って、神様と隣人が喜ぶよう
な行いということに想いが及ぶよう



になっていき、その理由についても
納得していくことができるのです。

人間として成熟するということは、
自分自身を客観視することができる
ようになるということでもあり、成
熟するためには犠牲を厭うことはで
きません。最初の頃は、子供たちと
いうものは自分の世界に囚われてい
るものですが、自分が世界の中心で
はないということに気がつき始める
ことが成長であり、現実世界と他者
に対して開かれていくことなので
す。

成長するということは、たとえば兄
弟のために自分のものを譲ること、
誰かのために働くこと、学校や家で
自分に任されている仕事やお手伝い
をしっかり果たすことを通して達成
されていきます。あるいは、親を悲
しませるようなことをしないように
努力することも大切な要素です。こ
のような成長のプロセスは一人で歩



むことはできません。親の務めとい
うものは、子供たちの一番良いもの
を磨いていくこと、それは往々にし
て多少の苦しみを伴うものです。

愛情と、想像力と剛毅の徳をもっ
て、子供たちが堅固で偏りのない人
格を形成していくことを助けていく
必要があります。時間はかかるもの
ですが、最初は全く理解できないと
しても、子供たちはさまざまな人間
の行い、親に禁止されたり命じられ
たりしていることの道徳的意味をよ
り深く理解していくでしょう。その
時は苦しんだとしても、後になれ
ば、ある時の親の厳しい叱責やはっ
きりした言葉−それは怒りの結果で
はなく愛の結果としての−に感謝す
る時がやってくるものです。さらに
は、親自らも子供たちからたくさん
のことを学び取っていたことに気が
付くでしょう。



生きる力を育む教育

教育するということは、よく生きる
ための準備をしていくことと言える
でしょう。そして人生には困難が欠
けることはありません。仕事におい
て、人間的側面において、そして霊
的に何かの目標を達成しようと思え
ば努力が必要であるのは当たり前で
す。であれば、子供たちが成長して
いく過程において何らかの物的な手
段に事欠くことを恐れる理由などあ
るのでしょうか？

お金を稼ぐことは骨が折れること
や、自分より優れた頭脳や、財産
や、社会的地位のある人と共に生き
ていくことを学ぶ必要があるでしょ
う。物的なあるいは人的な不足や制
限を直視すること、価値のあること
を実行するにはリスクを負う必要が
あること、そして人生のもたらすさ
まざまな種類の失敗を体験する時、



全てがダメになったと諦めないこと
を学ぶ必要があるのです。

子供たちが歩くべき道をできるだけ
平らにし、つまずきの小さなものす
ら避けようとする熱意を親が持つこ
とは、子供たちにとって善であるど
ころではなく、彼らを弱いものに
し、将来大学や仕事あるいは他者と
の関係においてきっと出会うであろ
う困難にきちんと対応していく能力
をダメにしてしまうのです。

子供たちが全てを手に入れる必要性
などないし、彼らの気まぐれをすぐ
にでも満たしてやる必要もないので
す。反対に、断念することや待つこ
とを学ぶ必要があるのです。人生に
おいて、待つことができるもの、あ
るいは待つべきことがいくつもある
のではないでしょうか？実際、「私
たちは物的なものの所有に依存すべ
きではないのです。断念すること、
簡素であること、質素であること、



そして節制することを学ぶべきなの
です。」[5]と教皇ベネディクト１６
世が言った通りなのです。

子供からあらゆる困難を排除しよう
とする過保護な態度は、子供を周り
の影響に対して無防備にしてしまい
ます。このような過保護は、本当の
意味での教育と真っ向から対立する
ものです。

教育というスペイン語の単語
（educar）は、ラテン語の養い育て
る(educare)、あるいは引き出す
（educere）から派生していると言
われます。最初の語源は、人格とし
ての十全な成長へと導く素養を提供
する行為に関連しています。もうひ
とつは、芸術家が大理石の塊から美
しい彫刻を取り出すように、その人
が自ら与えることのできる最高のも
のを引き出す行為を示しています。
どちらの意味においても、教育にお



いては自由が決定的な役割を果たし
ます。

過保護な態度を取るのではなく、親
は子供に決断の機会を与え、その結
果を受け入れることで、小さな問題
を努力で解決できるようにする必要
があります。一般的に、教育的課題
の優先的な目的である個人の自律性
を高める状況を意図的に作っていく
ことが望まれます。同時に、ここで
述べている自律性はそれを実行に移
す能力に見合ったものであるべきで
あるということを忘れてはいけませ
ん。まだ賢い使い方を知らないの
に、経済的、物質的な手段を与える
のは意味をなさないのは明らかで
す。同じように、テレビやインター
ネットの使い方を完全に彼らだけに
委ねてしまうのも意味を成しませ
ん。さらには彼らがもっているビデ
オゲームの内容について知らないと
いうことも教育的に理にかなってい
ることではありません。



責任感を子供に持たせる教育は、子
供が自由を味わえるように教育する
ことのもう一つの側面ということが
できます。自分がやったことを常に
正当化しようと必死になることは、
自らの誤りに対して責任を感じるこ
とができなくなり、実際の自分の行
為に対する正当な価値判断を下すこ
とを妨げてしまいます。その結果と
して、物事を通して得られる自己認
識と経験いう不可欠の源泉から自ら
を遠ざけてしまうことになるので
す。たとえば、学業成績の不振を受
け入れる代わりに、教師や学校のせ
いにして、人生に対して非現実的な
対応の仕方を彼ら自身のうちに形
作ってしまうのです。良いことにお
いてのみ責任を感じ、あらゆる失敗
や誤りに対しては周りのせいにする
のです。

このようにして常に文句を言い続け
るような態度が形作られ、仕事の同
僚や組織の在り方のせいにしていく



のです。あるいは、自分を憐れむよ
うな傾向や、未熟さの表れである手
軽な気晴らしを探し求めることに
なっていくのです。

常に教育する

これら全て述べてきたことは何も思
春期や難しいことが起きる時期特有
のことではありません。あれやこれ
やの仕方で親は常に子供たちを教育
しているのです。親のあらゆる振る
舞いは決して教育に無関係なもので
はなく、生まれたばかりの赤ちゃん
に対しても既に大切なことなので
す。ましてや４〜6歳の「小さな暴
君」とも呼べるような世代の子供た
ちは、自分の気まぐれで家庭を支配
してしまいかねない勢いをもってい
て、親の教育力の限界を超えてしま
うと思えるような時期においても、
あらゆる小さな親の行いが教育的に
大きな意味を持つのです。



ここで強調したいのは、親は今のた
めに常に教育しているだけではな
く、将来のためにも教育をしている
のです。その場限りのある状況を解
決するだけのための教育で、未来を
何も見据えていないとすれば、ほと
んど何の役にも立たないでしょう。
人間的成熟に不可欠な自立した人格
の形成が大切なのです。これ抜きに
はあらゆる種類の依存状態から抜け
出ることはできません。はっきり目
で見てわかるような消費主義や性、
薬物などへの依存、あるいは見えに
くい形ではあるけれどもその重要性
においては侮れない、流行している
ある種のイデオロギーに起因するよ
うな依存もあるのです。

家庭で子供たちが過ごす時間には限
りがあるということをはっきりと意
識していることは大切です。それだ
けではなく、このような時期におい
ても、子供たちが親以外と過ごす時
間は家族と共に過ごす時間よりもは



るかに長いものです。このような時
間の貴重さが良くわかると思いま
す。現代の多くの人々は、子供たち
と過ごす時間を持つことに深刻な困
難さを持っています。そしてまさ
に、それが原因で先に述べたような
状況が生まれてきていると言えるの
です。

実際、子供たちを見る時間がほんの
わずかしかなければ、子供たちに難
しいことを要求することはとてもで
きません。第一に、子供たちが何を
やっているのか、子供たちのことを
よく知らないのですから。第二に、
わずかしかない家族の時間に難しい
ことを要求して心地悪い思いをする
のは双方にとって嫌なものとなるか
らです。家庭で過ごす時間の大切さ
を補うことができる魔法はないので
す。



信頼に基づく教育

親の持つ権威というものは、子供た
ちに実際に感じ取られている愛情に
よってもたらされるものです。一般
的に、親が子供たちに興味と関心を
示してくれる時、そして何とかやり
くりをして彼らのために時間を作っ
てくれる時、子供たちは本当に愛し
てもらっていると感じ取るもので
す。

このようにして親は威厳を持って適
切に子供たちを助けることができる
のです。子供たちがどんなことを心
配しているのか、学校の勉強や友人
関係で直面している困難、彼らが普
段過ごしている環境、自由時間をど
のように使っているのか、彼らがど
のような受け答えをしているか、何
に喜び何に悲しんでいるのか、彼ら
がどのような点で勝利を収めたり敗
北を喫したりしているのか、それら
をよく知っている時にこそ、子供た



ちを効果的に助けていくことができ
ます。

幼い子供、思春期あるいは青年期に
さしかかっている子供、それぞれの
年代の子供は、怒られたりしないか
と恐れたりせずに、親と話すことを
必要としています。子供たちと豊か
なコミュニケーションや対話が確か
に保たれている時、どれだけ彼らの
人間形成に大きな助けを与えている
ことか！聖ホセマリアは「常に両親
が子供たちの親友であってくださ
い」ということを勧めていました。
父としての威厳、それは教育におい
て不可欠ですが、それと、本物の信
頼に基づく子供たちとある意味対等
な立場に立ちながら築く人間関係つ
まり友情は、完全に両立するものな
のです、と教えていました。

子供というものは、反抗的だったり
あるいは冷めた態度をとってりして
いるにしても、親との緊密な信頼に



満ちた関係を望んでいるものです。
鍵を握っているのは、「信頼関係」
と言えます。親は家庭的な雰囲気の
中で教育することの重要性を知って
おく必要がります。信頼が欠けてい
るという印象を決して与えず、常に
自由を与え、個人的な責任を子供達
自身が感じながら自由を生きるよう
にすることが不可欠です。

ときには子供たちに騙されてしまう
方が好ましいものです。親子の間に
ある信頼そのものによって、それを
濫用してしまったことを恥ずかしく
思い、自らを正す機会になるでしょ
う。反対に、もし子供たちが自由に
振る舞っていないのであれば、そし
てもし親が子供たちを信頼していな
いのであれば、常に子供たちは親を
騙そうとするでしょう[6]。

この信頼の雰囲気を常に醸し出すよ
うに努める価値があります。子供た
ちの言うことを信用し、不信感を抱



くことなく、ひとたびできてしまえ
ば決して埋めることができないよう
な不信の溝を許さないことです。

子供たちの世話をしている学校の先
生たちや専門家の助けを得ることは
とても役立ちます。学校で受ける個
人指導において、子供たちはかけが
えのない人間形成の機会を与えられ
ます。とはいえ、だからと言って親
の担う第一の責任がこれで軽減され
るわけではありません。学校と家庭
の共同作業を達成していくには時間
が必要ですし、よく考え、適切な機
会を見つけ、子供たちの個性を受け
入れ、信頼を増していくことが必要
です。

教育における家庭の重要性を受け入
れる強いコミットメントが必要で
す。時間がないところから時間を捻
出し、それを最大限に活用すること
です。これを達成するには多くの自
己犠牲が必要ですし、多くの場合困



難を乗り越える必要があるでしょ
う。ときには経済的な影響も受け入
れる必要があるかもしれません。し
かし、本当の意味での人としての名
声というものをもっと幅広く捉える
必要があるでしょう。家族全体の善
を尊重する人間としてそしてキリス
ト者としての名声というものがあ
り、それは仕事における成功よりも
上位に位置しているものなのです。
ときにそれは表面的にそう見えるだ
けなのですが、ともかく、この分野
においてジレンマに事欠くことはな
いわけですが、それを信仰と祈り、
そして神のお望みを探求しながら解
決していくことが大切です。

希望の徳というものが親にはとても
必要となってきます。子供の教育と
いうものは大きなやり甲斐を与えて
くれるものですが、同時に小さくな
い悲しみや苦しみをもたらします。
何が起きたとしても、失敗してし
まったという感情に押し流されるわ



けにはいきません。反対に、楽観的
な見方を保ち、信仰と希望に支えら
れながら、常にやり直していくこと
ができるのです。結果がなかなか出
なかったり、あるいは全く見えな
かったとしても、どんな努力も無駄
になることはないのです。

父としての仕事、母としての仕事は
決して終わることがありません。子
供たちはたとえ独り立ちしても、何
歳になったとしても親の祈りと愛情
を必要としています。聖母マリア
は、カルワリオの丘の上で十字架に
架けられたイエスのそばを決して離
れませんでした。彼女の決して終わ
ることのない自己奉献と犠牲の精神
は、神様が親に託している素晴らし
い教育という仕事の価値を照らして
くれます。生きる力を育む教育、そ
れは愛の働きなのです。

（オプス・デイのホームペー掲載の
記事。原典はスペイン語。https://
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